
議
案
第
72
号

専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
及
び
承
認

を
求
め
る
の
件

専
決
第
12
号

令
和
２
年
度
つ
が
る
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
４
号
）

※
１
万
円
未
満
四
捨
五
入

議
案
第
85
号

令
和
２
年
度
つ
が
る
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
６
号
）
案

委
員
長

　

成な
り

田た　

克か
つ

子こ

予
算
・
決
算

特
別
委
員
会
■
審
査
の
内
容
を
お
伝
え
し
ま
す

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
連
す
る

予
算
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
等

環
境
整
備
事
業

１
６
９
３
万
円

　

オ
ン
ラ
イ
ン
会

議
に
対
応
す
る
た

め
の
Wi-

Fi
環
境

の
構
築
、
情
報
機

器
の
購
入
。

赤
ち
ゃ
ん
応
援
給
付
金
事
業

１
４
７
４
万
円

　

令
和
２
年
４
月
28
日
か
ら
令
和

３
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
、

つ
が
る
市
に
住
民
登
録
し
た
子
ど

も
１
人
に
対
し

10
万
円
を
給
付
。

学
生
応
援
給
付
金
事
業

１
３
１
３
万
円

　

市
に
在
住
ま
た
は
市
出
身
の
大

学
生
等（
保
護
者
が

市
内
在
住
）に

一
律
２
万
円
を

給
付
。

市
民
商
品
券
配
布
事
業

２
億
３
７
７
７
万
円

　

全
市
民
に
商
品
券

７
千
円
分
を
配
布
。

（
第
２
弾
）

宿
泊
施
設
応
援
！
市
民
限
定
！

割
引
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業

３
０
３
５
万
円

　

割
引
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
宿
泊
の

み
追
加
で
実
施
。
宿
泊
施
設
利
用

者
は
自
己
負
担
千
円
で
宿
泊
が
可

能
。（
３
千
人
分
を
予
定
）

議
場
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
予
防
対
策
事
業２４

７
万
円

　

議
会
出
席
者
席
に
仕
切
り
板
を

設
置
。
傍
聴
者
の
３
密
回
避
の

た
め
議
場
外

で
視
聴
可
能

な
庁
内
モ
ニ

タ
ー
へ
の
配

線
工
事
の
ほ

か
、
空
気
清

浄
機
を
設
置
。

つ
が
る
マ
ル
シ
ェ
開
設
事
業

２
０
４
６
万
円

　

東
京
都
に
臨
時
店
舗
を
開
設

し
、
リ
ン
ゴ
、
ナ
ガ
イ
モ
な
ど
の

農
産
物
や
加
工
品
を
販
売
し
消
費

拡
大
を
図
る
。
ま
た
、
観
光
資
源

等
を
積
極
的
に

発
信
し
、
首
都

圏
在
住
者
に
対

す
る
移
住
定
住

促
進
の
機
会
を

創
る
。

市独自

市独自

市独自

市独自 市独自 市独自

市独自

市独自

稲
作
農
家
支
援
事
業

５
０
８
１
万
円

　

主
食
用
米
の

販
売
農
家
に
対

し
種
子
費
用
の

２
分
の
１
相
当

額
を
助
成
。（　

ha
ま
で
を
上
限
）10
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議
案
第
72
号

専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
及
び
承
認

を
求
め
る
の
件

専
決
第
12
号

令
和
２
年
度
つ
が
る
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
４
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
佐さ

藤と
う　

孝た
か

志し　

委
員
】

問　

ど
の
よ
う
な
テ
ン
ト
を
買
う
予
定

な
の
か
。

【
経
済
部
長
】

答　

屋
外
イ
ベ
ン
ト
等
の
感
染
症
対
策

と
し
て
外
気
遮
断
機
能
を
有
す
る
ス

チ
ー
ル
テ
ン
ト
25
基
を
購
入
す
る
。

【
秋あ

き

田た

谷や　

建た
て

幸ゆ
き　

委
員
】

問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
を
受
け
、
各
地
で
タ
ブ
レ
ッ
ト
会

議
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
市
議
会
で
タ

ブ
レ
ッ
ト
を
導
入
し
た
場
合
は
交
付
金

の
対
象
に
な
る
か
。

【
総
務
課
長
】

答　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
対
応
と
し
て
効
果
的
な
対
策
に

対
し
交
付
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
感
染
症

対
策
と
し
て
議
会
の
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
を

実
施
す
る
た
め
の
機
器
関
連
で
あ
れ
ば

対
象
に
な
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

議
案
第
77
号

令
和
元
年
度
つ
が
る
市
一
般
会
計
歳
入

歳
出
決
算
の
認
定
を
求
め
る
の
件

【
成な

り

田た　
　

博
ひ
ろ
し　

委
員
】

問　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
率

は
。
ま
た
、
今
後
ど
の
よ
う
な
利
用
が

可
能
に
な
る
の
か
。

【
市
民
課
長
】　

答　

全
国
の
交
付
率
が
18
．２
％
で
あ

る
こ
と
に
対
し
、
本
市
は
19
．５
％
で

県
内
10
市
の
中
で
は
三
沢
市
に
次
い
で

２
位
の
交
付
率
で
あ
る
（
令
和
２
年
８

月
現
在
）。
令
和
３
年
３
月
か
ら
は
健

康
保
険
証
と
し
て
も
利
用
で
き
、
準
備

の
整
っ
た
医
療
機
関
か
ら
利
用
で
き
る

予
定
で
あ
る
。

【
佐さ

藤と
う　

孝た
か

志し　

委
員
】

問　

収
入
未
済
額
の
内
訳
は
。

【
福
祉
課
長
】

答　

収
入
未
済
額
は
保
育
料
の
１
０
４

４
万
円
と
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
利
用
料

の
１
４
９
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

【
木き

村む
ら　

良よ
し

博ひ
ろ　

委
員
】

問　

市
民
健
康
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の
利

用
状
況
は
。

【
福
祉
部
長
】

答　

一
般
開
放
に
つ
い
て
、
昨
年
度
は

２
８
５
日
利
用
さ
れ
、
利
用
者
は
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
で
５
３
４
１
人
、

健
診
運
動
ホ
ー
ル
で
は
３
０
１
０
人
で

あ
っ
た
。
健
康
づ
く
り
に
関
す
る
事
業

に
お
い
て
は
３
０
４
回
実
施
し
、
延
べ

お
よ
そ
７
６
０
０
人
に
利
用
さ
れ
た
。

そ
の
ほ
か
、
国
民
健
康
保
険
の
事
業
で

は
延
べ
42
日
間
で
５
４
６
人
の
利
用
が

あ
っ
た
。

【
木き

村む
ら　

良よ
し

博ひ
ろ　

委
員
】

問　

当
施
設
の
当
初
の
目
的
で
あ
っ
た

糖
尿
病
対
策
に
力
を
入
れ
て
、
さ
ら
な

る
充
実
を
図
っ
て
は
。

【
民
生
部
長
】

答　

国
民
健
康
保
険
課
に
お
い
て
、
糖

尿
病
の
重
症
化
予
防
を
目
的
と
し
た
糖

尿
病
改
善
教
室
な
ど
を
実
施
し
て
い

る
。
今
後
も
で
き
る
だ
け
多
く
の
人
に

参
加
し
て
も
ら
え
る
よ
う
広
報
等
で
周

知
徹
底
を
図
る
。

【
佐さ

さ々

木き　

直な
お

光み
つ　

委
員
】

問　

子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
は
本
市

に
と
っ
て
主
要
な
施
策
の
ひ
と
つ
で
あ

る
が
、
基
金
が
な
く
な
っ
て
も
事
業
を

継
続
し
て
い
く
の
か
。

【
財
政
部
長
】

答　

子
ど
も
医
療
費
の
財
源
に
つ
い
て

は
過
疎
債
の
ソ
フ
ト
事
業
で
対
応
し
、

今
後
も
継
続
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

な
お
、
現
段
階
で
は
基
金
へ
の
積
立
は

考
え
て
い
な
い
。

【
齊さ

い

藤と
う　

　

渡
わ
た
る　

委
員
】

問　

増
額
補
正
し
た
の
に
も
関
わ
ら

ず
、
不
用
額
が
多
額
な
理
由
は
。

【
福
祉
課
長
】

答　

購
入
引
換
券
の
郵
送
方
法
を
普
通

郵
便
か
ら
簡
易
書
留
郵
便
へ
変
更
し
た

こ
と
に
よ
る
通
信
運
搬
費
の
増
加
や
イ

オ
ン
モ
ー
ル
つ
が
る
柏
で
の
出
張
販
売

に
よ
る
施
設
使
用
料
を
補
正
し
た
。
し

か
し
、
対
象
者
全
員
の
商
品
券
購
入
を

見
込
ん
で
予
算
計
上
し
て
い
た
が
、
実

際
に
は
27
％
の
購
入
で
あ
っ
た
た
め
不

用
額
が
発
生
し
た
。

【
長は

谷せ

川が
わ　

榮え
い

子こ　

委
員
】

問　

こ
の
事
業
の
詳
細
な
説
明
を
。

【
農
林
水
産
課
長
】　

答　

水
田
地
帯
に
お
い
て
暗
渠(

あ
ん

き
ょ)

排
水
の
整
備
事
業
を
行
っ
て
い

市
民
健
康
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
費

８
７
４
万
円

子
ど
も
医
療
費

５
１
４
１
万
円

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
費

３
５
８
６
万
円

高
収
益
作
物
導
入
事
業
補
助
金18

万
円

通
知
カ
ー
ド
・
個
人
番
号
カ
ー
ド

関
連
事
務
委
任
補
助
金４

３
６
万
円

民
生
費
負
担
金

収
入
未
済
額

１
１
９
３
万
円

議
会
費

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
費

２
４
７
万
円

備
品
購
入
費

イ
ベ
ン
ト
用
テ
ン
ト

８
０
６
万
円
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る
中
、
稲
垣
地
区
に
お
い
て
高
収
益
で

労
働
力
の
少
な
い
タ
マ
ネ
ギ
の
実
証
実

験
を
し
て
い
る
も
の
。
苗
代
、
肥
料
代

の
経
費
を
助
成
し
た
。

【
木き

村む
ら　

良よ
し

博ひ
ろ　

委
員
】

問　

こ
の
事
業
は
稲
垣
地
区
だ
け
で

や
っ
て
い
る
事
業
か
。
ま
た
、
農
家
所

得
の
向
上
を
図
る
た
め
、
タ
マ
ネ
ギ
に

限
ら
ず
機
械
化
の
で
き
る
様
々
な
転
作

作
物
を
取
り
入
れ
て
農
地
の
団
地
化
を

推
進
し
て
は
ど
う
か
。

【
農
林
水
産
課
長
】

答　

西
津
軽
土
地
改
良
区
に
お
い
て
募

集
し
た
と
こ
ろ
、
稲
垣
地
区
で
２
件
の

応
募
が
あ
っ
た
。
今
後
は
稲
作
に
加
え

て
、
高
収
益
作
物
と
い
っ
た
作
物
体
系

に
移
行
し
て
い
く
も
の
と
考
え
て
お

り
、
ほ
か
の
作
物
を
試
し
た
い
な
ど
の

意
見
が
あ
れ
ば
検
討
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

【
佐さ

さ々

木き　

敬け
い

藏ぞ
う　

委
員
】

問　

農
業
用
機
械
等
の
購
入
に
対
し
て

３
割
助
成
さ
れ
る
こ
の
事
業
は
年
々
採

択
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
理

由
は
。

【
農
林
水
産
課
長
】

答　

地
域
の
担
い
手
の
育
成
、
確
保
を

推
進
す
る
た
め
の
農
業
用
機
械
、
施
設

の
導
入
を
支
援
す
る
こ
の
事
業
は
取
り

組
み
を
ポ
イ
ン
ト
化
し
、
ポ
イ
ン
ト
の

多
い
経
営
体
が
採
択
さ
れ
る
状
況
に
あ

る
。
ま
た
、
国
の
予
算
に
対
し
て
要
望

が
多
い
た
め
採
択
さ
れ
る
こ
と
が
難
し

く
な
っ
て
お
り
、
直
近
で
は
15
ポ
イ
ン

ト
以
上
が
採
択
さ
れ
て
お
り
、
年
々
ポ

イ
ン
ト
が
増
加
傾
向
に
あ
る
。

【
田た

中な
か　
　

透
と
お
る　

委
員
】

問　

小
中
学
校
に
お
け
る
エ
ア
コ
ン
設

置
工
事
は
完
了
し
た
か
。
ま
た
、
森
田

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
厨
房
に
お
い
て
エ

ア
コ
ン
を
設
置
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

【
教
育
総
務
課
長
】

答　

管
内
小
中
学
校
の
全
て
の
普
通
教

室
98
部
屋
、
特
別
支
援
教
室
、
職
員

室
、
会
議
室
ほ
か
46
部
屋
、
あ
わ
せ
て

１
４
４
部
屋
整
備
し
た
。
森
田
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
の
調
理
室
は
整
備
さ
れ
て

い
な
い
た
め
、
調
査
し
て
適
切
に
処
理

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　内覧会が行われた北消防署は消防署再編の
一環として建設され、９月１日から運用を開
始。おもに車力地区と稲垣地区、木造地区の
一部を所管し、市北部の防火、防災拠点とし
ての役割を担っています。また、当施設内に
移転した車力出張所では住民票や印鑑証明書
の発行など各種行政サービスを行っているた
め、災害時にはこれまで以上に緊密な連携を
図ることができます。議員からは施設の設備
についてなど質問が出されました。

　開通式が行われた津軽令和大橋は五所川原
車力線バイパス事業として平成13年に着手
し、橋長は600m、岩木川に架かる橋として
最長となっています。また、車力地区〜中泊
町中里間（全長5,500m）バイパス開通により
医療、福祉、観光施設などへの移動時間の短
縮のほか、住民交流による地域活性化が期待
されます。
　式典終了後、中里中学校吹奏楽部の演奏に
あわせて三世代家族や参加者による渡り初め
が行われました。

市北部の新たな防災拠点として つがる市と中泊町をつなぐ橋開通
北消防署および車力出張所内覧会　

10月12日
津軽令和大橋開通式典

10月20日

経
営
体
育
成
支
援
事
業
費

２
１
８
８
万
円

小
学
校
建
設
費

　
　
　
　

２
億
６
８
６
３
万
円

中
学
校
建
設
費

　
　
　
　

１
億
１
２
７
４
万
円

指令システムを見学
晴天の中、式典が
執り行われました

橋からは岩木山と
津軽平野が一望できます車庫内にて
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